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１．はじめに
長崎純心大学では２０１７年４月に第２４期生の入学を迎えている。開学当初から日本語教師養成課
程をもっており、１期生から１０期生までの教育内容と卒業生の動向については笹栗（２００８）に記
した。その後、学生の変化や学内の体制などに合わせていくつかの変更を行ってきた。本稿では、
１１期生から２１期生までの活動についてまとめる。
まず２節では、２００６年４月から２０１７年３月までの学生および卒業生の動向と養成課程の活動概
要を示す。次の３節では国内での教育実習について実績をまとめ、変更した点を中心に記してい
く。４節では海外実習の実績を、５節では授業外の国際交流の行事と公開講座について紹介する。
２．１１期生（２００６年４月）～２０期生（２０１７年３月）の概要
２．１ 在籍数と卒業生動向
この１０年間の在籍学生数と卒業後の動向について、２０１７年１０月現在の資料に基づき表１に示す。
在籍人数については３年次前期登録時のもので、学年によっては途中で履修を辞退したもの、課
程で規定された単位を取得することができず修了できなかったものも含まれている。また本課程
の履修中に半年から１年間休学をして海外留学をする学生が増加していることで、履修スタート
時の人数と卒業時の修了者の数にずれがある学年がほとんどである。この１０年の間に行った変更
点は、課程履修の人数制限と日本国内での実習プログラムの２点が主な内容である。
まず、人数制限は２００７年度新入学生を対象にして、実際には履修が始まる２００９年１４期生からス
タートした。きっかけとなったのは１１期生が１９名となったことである。履修者の数としては１期
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表１ １０年間の動向 ２０１７年１０月現在
期 生 在籍人数 開始年 卒業年 卒業後の動向（日本語教師としての就職先）
１１期生
１９
心理３／英情１０
２００６ ２００８ Cong Ty TNHHTM&DV MEKAWA（ベトナム）
１２期生
１３
英情９
２００７ ２００９
日本メキシコ学院専任講師（メキシコ）
大連大学講師（中国）
明程新日本語学校（中国）
J国際学院（大阪）
長崎情報ビジネス専門学校（長崎）
１３期生
１４
心理１／英情１０
２００８ ２０１０
大連大学講師（中国）
長崎情報ビジネス専門学校（長崎）
１４期生
１４
心理１／英情６
２００９ ２０１１ 日本メキシコ学院専任講師（メキシコ）
１５期生
１４
心理１／英情４
２０１０ ２０１２
大連大学講師（中国）
日本メキシコ学院専任講師（メキシコ）
王子国際語学院（埼玉）
JICA日系社会ボランティア（パラグアイ）
１６期生
１５
英情５
２０１１ ２０１３ 日本メキシコ学院専任講師（メキシコ）
１７期生
９
英情６
２０１２ ２０１４
１８期生
１０
心理２／英情５
２０１３ ２０１５
１９期生
１４
心理１／英情１１
２０１４ ２０１６
２０期生
１１
英情４
２０１５ ２０１７ こころ医療福祉専門学校佐世保校（長崎）
生から４期生も同程度かそれ以上であったが、当初は比較文化学科の学生のみの履修で資格課程
を重ねてとる学生はおらず、４期生にごく少数現れているだけであった。一方１１期生は履修者の
内訳が比較文化学科６名・人間心理学科３名・英語情報学科１０名で３学科と専門が異なっており、
かつ他の資格も重ねて履修しているなど、本課程の活動に集中しにくい状況になった。このよう
な学生の志向を踏まえ実習を中心とする活動を効果的に進めるために、履修者制限を１０名に変更
した。具体的には２年次が終わるタイミングである２月に履修希望届にサインをするように指示
し、希望者が１１名を大きく超える場合は成績や履修状況による選抜を行っている。
卒業後の動向については、笹栗（２００８）と同様に日本語教師に限っており、１人の卒業生が数
年のうちに複数の教育機関に勤務した場合も含まれている。また１７期生から１９期生までの３年間
は日本語教師の職にはついていないが、本課程で学んだことを生かし様々な業種で社会人として
活躍中である。他の学年の卒業生のうち日本語教師ではない職業を選んだものについてももちろ
ん同様である。
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表２ 日本語教員課程カリキュラム２０１７
区 分 授業科目 単位 履修方法 要修得 履修年次
社会・文化・地域
日本語文化史
日本の思想
現代史
日本文学研究（文学史）
日本古典文学研究
日本文化論
２
２
２
２
２
２
選択
選択
選択
選択
選択
選択
２単位
以上
２
３
１
３
２
２
言語と社会
日本語表現法
日本語表現法
日本語文化論
２
２
２
必修
必修
必修
６単位
１
２
１
言語と心理
異文化間コミュニケーション
第２言語習得研究
２
２
必修
選択
２単位
以上
２
３
言語と教育
日本語教授法※
日本語教授法※
日本語教授法※
日本語教授法実習※
日本語教授法実習※
２
２
２
２
２
必修
必修
必修
必修
必修
１０単位
３
３
４
３
４
言語
言語学
日本語学概論
日本語学概論
日本語の構造
日本語の構造
音声言語
英語学概論
英語学概論
日英語対照研究
２
２
２
２
２
２
２
２
２
必修
必修
必修
必修
必修
選択
選択
選択
選択
１２単位
以上
２
３
３
３
３
２
２
２
４
※日本語教師養成課程履修者のみに開講される授業。卒業要件には含まれない。
国内における教育実習プログラムの変更は２０１２年１７期生の時にスタートしているが、内容の詳
細は３節で紹介する。
２．２ カリキュラム（長崎純心大学Campus guide２０１７より）
２０１６年（平成２８年）７月２２日に法務省により公示された「日本語教育機関の告示基準」（以下、
新基準とする）に合わせ、２０１７年４月以降の入学者を対象とした教育課程の見直しを行った。新
しいカリキュラムに従う学生が課程履修をスタートするのは２０１９年４月２４期生からとなる。本稿
で報告する対象は２０期生までとしているが、２０１６年度に学内審議を経て決定したものであるため
ここでまとめておく。
次の表２が新しいカリキュラムである。
このカリキュラムでは新基準に従い「区分」を変更し、これまでの科目を整理して分類し直し
ている。特に新しい区分のうち「言語と心理」への対応として「異文化間コミュニケーション」
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―２４９―
表３ ２０１５年度 年中行事実績
養成課程必修科目など 海外実習（任意） 海外からの受け入れ等
２月 履修希望表にサイン
３月 履修者発表
４月 ３年生 課程選択履修登録
４－７月 日本語教授法実習
５－６月 日本語能力試験対策講座
（全８コマ）
７月 日本メキシコ学院２名
８月
９月 大連大学（中国）－不開講
１０－１月 日本語教授法実習
１０－１１月 日本語能力試験対策講座
（全８コマ）
１月 第１１回日本語教育公開講座
２－３月 日本メキシコ学院
（メキシコ）
を必修科目に加えたため、本課程の履修単位数はここまで３０単位以上であったが、３２単位以上と
なった。
新入学生に渡すキャンパスガイドでは、カリキュラム表とともに下記のように解説している。
日本語教員養成課程を履修するために必要な科目は、「社会・文化・地域」「言語と社会」「言語
と心理」「言語と教育」「言語」の５つの区分から指定された通りに履修する。
a．社会・文化・地域に関わる科目
６科目の中から１科目以上を選択し、２単位以上を修得する。
b．言語と社会に関わる科目
３科目は全て必修とし６単位修得する。
c．言語と心理に関わる科目
１科目を必修として２単位以上履修する。
d．言語と教育に関わる科目
５科目は全て必修とし１０単位修得する。
e．言語に関わる科目
９科目のうち必修５科目１０単位、選択１科目２単位以上、合計１２単位以上を修得する。
２．３ 年間行事
ここでは本課程の行事について、２０１５年度を例としてあげる。
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表４ 実習に関する授業
学 年 実習に関する必修授業 主な授業内容
３年前期 日本語教授法
日本語教育概論
実習クラス・日本語公開講座の見学とその報告
模擬授業
３年後期
日本語教授法
実習授業のための模擬授業
実習クラス・日本語公開講座の見学とその報告
日本語教授法実習 初級クラス・JLPT N３語彙
４年前期
日本語教授法
実習授業のための模擬授業
実習クラス・日本語公開講座の見学とその報告
日本語教授法実習 上級クラス・JLPT N１／N２語彙・文法・聴解
全体の構成は２００６年までとほぼ変わりがないが、先に述べたとおり履修のためのプロセスと国
内実習のプログラムを変更している。次では実習の内容がどのように変わったかについて述べて
いく。
３．「日本語教授法実習」（国内での教壇実習）の新プログラムについて
この実習は２０１２年度の前期まで「外国人のための日本語公開講座」として行ってきた。しかし、
笹栗（２００８）でも既に「長崎市近郊在住外国人の数が限られており、安定したクラス設定が見込
みにくいことから、国内の実習の在り方を中心に本課程のカリキュラム変更の必要も感じており
現在検討中である」と問題を指摘している。その後学内での審議を経てカリキュラム自体は変更
せず、実習プログラムの内容を変更することとなった１。変更の時期は２０１２年度１７期生の後期授
業「日本語教授法実習」（以下、「実習」）からで、２０１３年度前期には「日本語教授法実習」
（以下、「実習」）も合わせて変更し現在に至る。
大きな変更点は「公開講座」としての開講を中止し、留学生に参加を依頼する２本来的な「実
習」授業としたことである。ただしプロの日本語教師の授業として開講していた上級のクラスは、
「日本語能力試験」（以下 JLPT）の受験を控えている留学生などを対象に「日本語能力試験対策
講座（全８コマ）」として開講し、実習生が見学する機会を残した。また「日本語教授法」
（以下、「教授法」）と対をなすところは変更せず、下記のような内容で進めている。
変更後の一番の利点は、初級・中級・上級の授業を実習として体験できるようになったことで
ある。それぞれの内容については以下にまとめる。
１ カリキュラムの変更ではないためキャンパスガイドの修正は必要なかったが、シラバスの記述によって学生へ
の事前周知をはかった。
２ 留学生には学内の規定に沿って謝礼をしている。
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３．１「日本語教授法実習」の内容
３年次前期に本課程の履修をスタートし「教授法」で日本語教育に関わることを学び、実習
クラスと公開講座の見学をしながら模擬授業を経験したのち、後期には授業としてこの「実習」
に取り組む。新しいプログラムでは主に日本での進学を目指している留学生を対象として、初級
クラスと初中級クラスを担当する。
対 象 者：長崎総合科学大学 日本語別科 留学生 ３名
実習時間：初級クラス‐‐２人１組で５０分×２回 N３クラス‐‐１人２０分×１回
実 施 日：土曜日に４時間程度
平均的には１０時３０分に開始して５０分の昼休みをはさみ１４時３０分で終了する予定で構成している。
年度ごとに課程履修者の数に違いがあるため実施回数には異なりがある。例えば実習生が１４名
だった２０１４年度は６回、実習生が８名の２０１５年度は４回であった。初級レベルの授業は５０分単位
で行い、初中級レベルとして「日本語能力試験」の問題を効率よく解説することを目的に２０分の
授業を構成する。
初級クラスの内容は２０１２年度前期までの実習内容をほぼ踏襲している３。
初級テキスト：『みんなの日本語』スリーエーネットワーク
目 的 ：直接法で初級日本語を教える
第１課から始め、主に「活用」を含む課を取り上げ、形式と意味との関わりの導入と練習を計
画し実習する。「実習」は初めて取り組む教壇実習でもあり、二人一組の授業を二回担当する
ことにし、一回目の振り返りを修正する機会としている。
２０１２年度後期からは新たに「実習」へ次の項目を加えた。
中級テキスト：『「日本語能力試験」対策 N３語彙』アスク出版
目 的 ：留学生のレベルに合わせて JLPTのための授業を構成する
２０１２年度前期までは「実習」ともに公開講座として初級レベルの内容を繰り返し扱ってい
たが、新しいプログラムでは「レベル別の授業準備ができる」ことを到達目標に加えた。「実習
」に参加する留学生たちはすでに初中級以上の力をもっており、実習生はそのレベルに合わせ
て JLPTの N３語彙問題を題材に授業を行う。
３ 内容の詳細は笹栗（２００９）に記した。
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３．２「日本語教授法実習」の内容
「実習」では各実習生が５０分と２０分の授業を一人で行う。対象者は長崎純心大学に一年の予
定で在籍する単位互換短期留学生で、日本人学生と同じ授業を受けられる日本語の力を持った留
学生である。
対 象 者：長崎純心大学 単位互換短期留学生 ２名～３名
実習時間：上級クラス‐‐１人５０分×１回 N１／２クラス‐‐１人２０分×１回
実 施 日：土曜日に４時間程度
授業全体の実施時間は「実習」とほぼ同じで、実習生の学年により実施回数に差がある。ま
た十分な準備時間を確保するため、上級レベルの授業を５０分・２０分の二回に分けて行っている。
５０分授業内容：上級テキスト・新聞記事・テレビ CMなどをもとに資料・教案作成
目 的 ：留学生のレベルや興味に合わせて上級レベルの授業を構成する
すでに N２以上のレベルに達している留学生を対象とする授業を構成する実習である。そのレ
ベルに合わせた日本語の資料を作成し、パワーポイントや動画などを積極的に使用することを達
成目標の一つとしている。例えば、日本のおとぎ話を読み、それらを題材としたテレビの CM
の理解をはかる一方で新しい語彙や文法の確認をするなど、オリジナリティのある授業構成とな
るように指導する。
もう一つの授業は、「実習」で N３語彙の問題を指導した続きとして行うものである。
２０分授業内容：『「日本語能力試験」対策 N１／N２ 語彙・文法・聴解』アスク出版
目 的 ：留学生のレベルに合わせて JLPTのための授業を構成する
「実習」では N１／N２を対象とするため、まず N３との問題の傾向の差などを考える必要が
ある。また、語彙だけでなく文法と聴解も扱うようにして、上級レベルについての知識と実際に
教える方法を学ぶことになる。このレベルのプロによる公開講座を３年次前期から見学している
ことが、大きな助けになっている。次に、この公開講座の概要を記す。
３．３「外国人のための日本語能力試験対策公開講座」について
先に述べた通り「実習」の変更に伴い、プロの日本語教師による講座を次のような形で継
続している。
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表５ 日本語能力試験対策講座 予定表
回
（日程）
内 容
午 前
（１０：３０～１２：００）
午 後
（１２：３０～１４：１０）
第一回 N１対策  読解  読解・語彙
第二回 N２対策  読解  読解・語彙
第三回 N１対策  文法  語彙・文法
第四回 N２対策  文法 	 語彙・文法
表６ 海外実習予定
学 年 海外実習（任意）
３年次夏休み 中国 大連大学（１０日間）
３年次春休み
NZ マッセイ大学（１９日間）
MEX 日本メキシコ学院（１６日間）
表７ 中国での実習実績
回 期 生 期 間 参加人数 備 考
第９回 １２期生 ２００７年９月４日－１４日 ４名
第１０回 １３期生 ２００８年９月１日－１２日 ４名 ４年生１名
第１１回 １５期生 ２０１０年９月１日－１２日 ７名 心理１名
基本的には JLPTが実施される７月と１２月第一週日曜日より前の土曜日に二コマずつ四回行い、
合計で八コマの講座としている。長崎市および近郊の日本語教育機関を中心に、受験の予定がな
い方々にも参加を呼びかけている。講座開講準備の助けとするため、参加希望の回を表の中の
から	で事前登録するように呼びかけている。
４．海外実習について
海外実習については笹栗（２００８）で１９９７年から２００６年までの実績をまとめている。本課程全体
のプログラムは次の通りである。ほとんど変更ないが、唯一単位を認定するプログラムであった
ニュージーランド実習については近年希望者がおらず開講できていない。
以下では２００７年４月から２０１６年３月の間の実績と特徴について示したい。
４．１ 中国実習（大連大学）
主に３年生の夏休み中に実施するもので４、任意の参加で単位の認定も行なっていないが、初
めての実習として取り組むには良いタイミングでもあり一定の参加者を集めている。
４ 実習の内容については笹栗（２０１２）で報告している。
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第１２回 １６期生 ２０１１年９月５日－１５日 ９名 英情２名
第１３回 １７期生 ２０１２年９月３日－１３日 ８名 英情４名
第１４回 １８期生 ２０１３年９月２日－１２日 ６名 英情３名 心理１名
第１５回 １９期生 ２０１４年９月１日－１１日 ８名 ４年生（英情）１名 英情５名
表８ ニュージーランドでの実習実績
回 期 生 期 間 参加人数 備 考
第４回 １３期生 ２００９年２月１７日－３月８日 １名 英語情報学科
ただし、２００７年と２００８年は四名と参加者が少数であったが、引率者の滞在を短くするなど経費
を節減することで開講に至った。この間は大連大学に二名の卒業生が講師として勤務しており、
実習指導を依頼して大きな役割を果たしてもらった。その後は大きな変更もなく実施を続けたが、
２００９年は新型インフルエンザの流行で、２０１５年は参加者少数などの理由で不開講とした５。
４．２ ニュージーランド実習（マッセイ大学・国際インターンシップとして開講）
２００７年以降の本プログラムの開講は下記の一度のみであった。
第４回のプログラムもパーマストンノース近郊のアワタプ高校（Awatapu College）で行った。
実習参加者は一名であったが、同時期に開講された本校の英語プログラムである「言語文化海外
研修」に往路は同行するなどサポートを得られた。プログラム中はホームステイで、講義をマッ
セイ大学で受けたのちアワタプ高校で実習を行っている。
この後も学生への公募を行ったが、希望者がない年が続き一度も開講できておらず残念な結果
となっている。主な理由は費用がかかること、就職活動が開始するタイミングであること、そし
て日本メキシコ学院での実習と重なっている、などがあげられる。もともと英語の教職課程の学
生も対象としていたが参加実績は日本語教員課程の学生のみで、「国際インターンシップ」科目
として定着をはかることは難しいことであった。
４．３ メキシコ実習（日本メキシコ学院／Liceo Mexicano Japones. A.C）
本実習を行うのは、日本メキシコ学院（以下、リセオ）のメキシココースの小学部、中学・高
学部の日本語クラスである。２００８年以降もほぼ毎年参加希望者を得ているが、定員四名には至ら
ず参加者は多くて三名であるのが特徴と言える。この点についても４．２であげた費用と就職活動
開始が理由として当てはまる。
５ ３年次夏休みに行う実習を、新たに姉妹校提携をした大邱カトリック大学に変更することになった。すでに２０１６
年９月２日－１２日、２０１７年９月７日－１４日と２回開講している。この実習については稿を改めてまとめる。
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表９ メキシコでの実習実績
回 期生 期 間 参加人数
第９回 １２期生 ２００８年２月２８日－３月１５日 ３名
第１０回 １３期生 ２００９年３月１６日－４月２日 ２名
第１１回 １４期生 ２０１０年３月１４日－３１日 ２名
第１２回 １５期生 ２０１１年３月１日－１９日 ３名
第１３回 １６期生 ２０１２年３月２日－２０日 ２名
第１４回 １７期生 ２０１３年３月１日－１９日 ２名
第１５回 ２０期生 ２０１６年２月１７日－３月９日 ２名
表１０ 日本メキシコ学院より受け入れ実績
回 期 間 受入人数
第７回 ２００７年６月２８日－７月１１日 ４名
第８回 ２００８年６月１９日－６月２９日 ４名
第９回 ２０１０年６月１６日－６月２７日 ２名
第１０回 ２０１２年６月２０日－６月２８日 ４名
第１１回 ２０１３年７月１日－７月１１日 ３名
第１２回 ２０１４年６月２３日－７月３日 ３名
第１３回 ２０１５年７月６日－７月１２日 ２名
２０１４年と２０１５年は参加希望者ゼロであったため連続で不開講となった。リセオでは実習生の受け
入れと指導を校務文書に入れ担当者なども準備されており、残念な結果であった。
２０１７年３月現在、本課程を修了しリセオで日本語教師として勤務しているのは四名で、それ以
前に在籍した卒業生を含め全員がこの実習プログラムに参加している。リセオで３年間勤務した
後も日本語教育に携わる場合が多い。日本に帰国し長崎の日本語学校で、帰国後再び海外に出て
タイの高校で、また JICA日系社会ボランティア（日系日本学校の教員）として活躍している。
５．その他の取り組み・行事について
５．１ 日本メキシコ学院より夏期旅行団の受け入れ
２００７年以降も同じタイミングでリセオの高校生を夏期旅行団として受け入れた。長崎へは４名
を限度として訪問しホームステイを体験しながら約２週間滞在する。第３回以降、リセオへの就
職が決まった卒業生がコーディネーターとして滞在中のプログラム作成や日常の日本語教授およ
び観光の引率などを行ってきたが、この進め方は第７回が最後であった。リセオへの就職者に対
して卒業後すぐにメキシコにて準備するようにと方針が変化したためである。したがって第８回
以降は、４年生を中心に学生アルバイトとしてこのプログラムを遂行することになった。プログ
ラムを運営する機会を得て、学生同士連携し責任ある態度で取り組んできた。ただし、第９回の
時は大連大学への就職が決まっている卒業生に全体のコーディネーターを依頼している。
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表１１ 日本語教育公開講座 実績
回 開講日時・場所 講師（所属・役職＊）・講座タイトル
第３回
２００７年１２月１５日１４：００－１５：３０
純心女子園 江角記念館
金水敏（大阪大学大学院文学研究科教授）
「役割語」から見た日本語
第４回
２００８年１２月１３日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
窪薗晴夫（神戸大学大学院文学研究科教授）
音声の研究と日本語教育
第５回
２００９年１２月１９日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
陣内正敬（関西学院大学総合政策学部教授）
社会言語学と日本語教育 －敬語と外来語－
第６回
２０１１年１月２３日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
田窪行則（京都大学文学研究科言語学専修教授）
琉球語電子博物館の試み：南琉球宮古語池間西原方言を
中心に
第７回
２０１１年１０月１日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
林楽常（中国大連大学日本言語文化学院副院長）
子どもの育て方からみる中国人の考え方
第８回
２０１２年１月２８日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
江口正（福岡大学人文学部日本語日本文学科教授）
「集合」と「要素」の日本語文法
第９回
２０１３年１月１２日１４：００－１５：３０
出島交流会館
久保智之（九州大学大学院大学院人文科学研究院文学部
門言語学教授）
方言の文法 －博多方言や長崎方言を例に－
第１０回
２０１４年１月２３日１４：００－１５：３０
出島交流会館
早田輝洋（元大東文化大学外国語学部教授）
上代日本語の音韻について －母音を中心に－
第１１回
２０１５年１月１０日１４：００－１６：００
純心女子学園 江角記念館
和田学（山口大学人文学部教授）
ことばをくらべる －日本語と韓国語－
第１２回
２０１６年１月２３日１４：００－１５：３０
純心女子学園 江角記念館
片岡喜代子（神奈川大学外国語学部スペイン語学科教授）
ことばの不思議 －日本語、英語、スペイン語 どこが
違って、どこが同じ？－
＊所属と役職は本講座開講時のもの
この間２００９年は新型インフルエンザにより、２０１１年は東北大震災の影響で中止となった。また
年々プログラムの日数が短くなり引率教員の数も減少するなど縮小傾向にあったが、２０１６年より
プログラム内容が変更され日本滞在は関東近郊にしぼられることになった。長崎訪問は結局２０１５
年が最後となり双方にとって残念な結果を迎えた。
５．２ 日本語教育公開講座
この講座は長崎純心大学の生涯学習センターの公開講座として開講しているものである。地域
社会への貢献、生涯学習の一環として続けており、毎年参加してくださる方も少なくない。一方
で、比較文化学科の日本語に関する科目を履修している学生にも参加を求め、言語をさまざまな
角度からみて分析し論じることに触れる機会となっている。
６．おわりに
日本語教員養成課程のカリキュラムのうち、「日本語教授法実習」に変更をくわえた結果、
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さまざまなレベルの日本語授業が実習として体験できるプログラムとなった。海外実習も加える
と下記のようにまとめられる。
３年夏休み 海外実習（大連） 初中級から上級（N３／N２／N１）
３年後期 実習 初級授業（N４／N３）
３年春休み 海外実習（メキシコ） 初級＆小中高生（N４／N５／N３）
４年前期 実習 上級授業（N２／N１）
実習全体の内容とそれぞれの詳細についてはまた稿を改めてまとめたい。一方で「外国人のた
めの日本語講座」を中止したことで残念な側面もある。開講中は長崎市近郊に住む日本語を母語
としない方々が日本語を学ぶ機会となっていたが、その機会を少なくしたことになってしまった。
新たに開講している「日本語能力試験対策講座」にも JLPT受験を目的としない受講者の参加が
あるが、日常生活に必要な日本語を学びたい人、またレベルが N２に達していない人には向かな
い内容である。依頼を受けて初級レベルの外国人在住者に本課程履修生が個別にチューターをす
る機会も少なくないため、新たなクラスの開設ができないかなど検討したい。
また近年、学校教育の場面でも日本語指導が求められる場面が増え「日本語指導教諭」の求人
もある。これまでの卒業生にも、教職課程（国語教諭）と並行して本課程を履修し国語教員になっ
たものもあり、現在も両方の履習は可能である。社会の変化につれ職業にもさまざまな側面で新
たな局面が生まれる。卒業生の動向については日本語教育に従事しているものだけでなく、より
詳細に調査を行う必要があると感じている。この点についても今後の課題としたい。
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